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つくば市内の鉄骨造体育館の地震観測と評価

背景と目的 学校体育館は地震後に避難所として利用されるため、継続利用の可否
について迅速な判断が必要となる。そこで、学校体育館の一般的な構造形式である鉄骨
引張ブレース構造を対象とした振動台実験を実施し、地震計の加速度記録から地震後
の体育館の被災度を判定し、耐震安全性を評価・表示する方法を構築する。

振動台実験に基づく地震後の耐震安全性判定方法の検討

つくば市内の体育館への地震計の設置 －地震観測と評価を開始－
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振動台実験の結果に基づいて、地震後の被災度と耐震安全性判定のための表を作成

実験結果

最大層間変形角に基づく被災度等の判定表

建物（構面）の耐震安全性の判定結果と
して、「安全な状態」であることが示され、
建物管理者は地震直後に、体育館の耐
震安全性が確認できる
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